
第一日 平成26年９月25日（木） 午後１時00分より

群馬大学医学部刀城会館

日本医師会生涯教育講座 4.5単位

カリキュラムコード：１．専門職としての使命感 ２．継続的な学習と臨床能力の保持 ３．公平・公正な医療

５．医師―患者関係とコミュニケーション ６．心理社会的アプローチ

10．チーム医療 12．保健活動 13．地域医療 15．臨床問題解決のプロセス

第二日 平成26年９月26日（金） 午前８時50分より

群馬大学医学部刀城会館

日本医師会生涯教育講座 ５単位

カリキュラムコード：１．専門職としての使命感 ２．継続的な学習と臨床能力の保持 ３．公平・公正な医療

５．医師―患者関係とコミュニケーション ６．心理社会的アプローチ

10．チーム医療 11．予防活動 12．保健活動 13．地域医療

15．臨床問題解決のプロセス

特別講演>日本内科学会認定総合内科専門医認定更新２単位

特別講演・同窓会推薦講演・ワークショップ>日本医師会生涯教育講座指定公開講座

特別講演・ワークショップ>群馬大学大学院医学系研究科指定大学院講義

特別講演 ・ >群馬大学大学院保健学研究科指定大学院講義

特別講演・同窓会推薦講演・ワークショップ>群馬大学医学部医学科１年生指定講義

北 関 東 医 学 会

第61回北関東医学会総会

プログラム・抄録



第61回北関東医学会総会プログラム

第一日 平成26年９月25日（木） 群馬大学医学部刀城会館

開 会 午後１時00分

ポスター展示 11：30～17：55

一般演題 Ａ（ポスター発表）

セッション １

13：05～13：40 座 長 石 崎 泰 樹（群馬大院・医・分子細胞生物学）

１．神経興奮を調節する特殊なアストロサイトサブタイプと TRPV4チャネル

水 野 早 紀，石 崎 泰 樹，柴 崎 貢 志

（群馬大院・医・分子細胞生物学）

２．サイトメガロウイルス角膜内皮炎の in vitro感染モデルの確立と感染様式の検討

細 貝 真 弓， 井 上 照 基， 島 伸 行

中 谷 陽 子， 松 島 千 賀， 秋 山 英 雄

岸 章 治， 磯 村 寛 樹

（１ 群馬大院・医・分子予防医学）

（２ 群馬大医・附属病院・眼科）

（３ 群馬大院・医・病態制御内科学）

（４ 東京大学大学院医学系研究科眼科学）

３．群馬大学における多光子励起レーザー顕微鏡の運用実例

高 鶴 裕 介， 金 子 涼 輔， 鯉 淵 典 之

（１ 群馬大院・医・応用生理学）

（２ 群馬大院・生物資源センター）

４．オリゴデンドロサイト前駆細胞の生存・増殖は脳微小血管内皮細胞由来のエクソソームにより促進される

倉 知 正， 飯 島 圭 哉， 好 本 裕 平

三 國 雅 彦， 石 崎 泰 樹

（１ 群馬大院・医・分子細胞生物学）

（２ 群馬大院・医・脳神経外科学）

（３ 群馬大院・医・神経精神医学）

５．小脳のオリゴデンドロサイト分化における FGF-２の作用

成 瀬 雅 衣，柴 崎 貢 志，横 山 就 一

倉 知 正，石 崎 泰 樹（群馬大院・医・分子細胞生物学）

６．Effects of Sodium Selenite Supplementation on the Formation of Preβ-high-density Lipoprotein in Human
 

Primary Hepatocytes
 

Mirasari Putri, Chiho Yamazaki, Mas Rizky A.A.Syamsunarno,

Irma Melyani Puspitasari, Rizky Abdulah, Satomi Kameo,

Tatsuya Iso, Masahiko Kurabayashi and Hiroshi Koyama

（１ Department of Public Health,Gunma University Graduate School of Medicine）

（２ Department of Medicine and Biological Science, Gunma University Graduate School of
 

Medicine）

（３ Department of Pharmacology and Clinical Pharmacy, Faculty of Pharmacy, Universitas
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Padjadjaran,Indonesia）

７．Impact of Nutritional Education on Knowledge and Attitude of Iodine Deficiency Disorders of Posyandu
 

Cadres in Malang District,East Java Province,Indonesia
 

Lilik Handayani, Chiho Yamazaki, Satomi Kameo and Hiroshi Koyama

（１ Department of Public Health,Gunma University Graduate School of Medicine）

（２ Department of Public Health,Faculty of Medicine,Universitas Padjadjaran,Indonesia）

セッション ２

13：45～14：15 座 長 伊 藤 一 人（群馬大院・医・泌尿器科学）

８．上顎骨に発生した juvenile trabecular ossifying fibromaの１例における病理組織学的検討

関 麻 衣， 佐 野 孝 昭， 清 水 進 一

平 戸 純 子， 横 尾 聡， 小 山 徹 也

（１ 群馬大院・医・顎口腔科学）

（２ 群馬大院・医・病理診断学）

（３ 群馬大医・附属病院・病理部）

９．発見が遅れたために重篤化した全身麻酔後顎関節脱臼の１例

小 杉 謙 介，神 戸 智 幸，武 者 篤

高 山 優，牧 口 貴 哉，宮 崎 英 隆

横 尾 聡（群馬大院・医・顎口腔科学）

10．群馬大学における保険認可後の乳房再建治療戦略 ～一次二期再建の増加に伴って～

牧 口 貴 哉， 堀 口 淳， 高 他 大 輔

長 岡 り ん， 佐 藤 亜矢子， 藤 井 孝 明

時 庭 英 彰， 樋 口 徹， 内 田 紗弥香

坪 井 美 樹， 桑 野 博 行， 横 尾 聡

竹 吉 泉

（１ 群馬大院・医・顎口腔科学）

（２ 群馬大院・医・臓器病態外科学）

（３ 群馬大院・医・病態総合外科学）

11．Factors Influencing Private Practitioners’Willingness to Report Tuberculosis Cases
 

Anneke Rosma, Chiho Yamazaki, Satomi Kameo

and Hiroshi Koyama

（１ Department of Public Health,Gunma University Graduate School of Medicine）

（２ Department of Public Health,Universitas Padjadjaran,Indonesia）

12．腱板修復術は変形性肩関節症の進行を防げるか？

佐々木 毅 志， 山 本 敦 史， 設 楽 仁

一ノ瀬 剛， 下 山 大 輔， 小 林 勉

大 澤 敏 久， 高 岸 憲 二

（１ 群馬大院・医・整形外科学）

（２ 高崎健康福祉大学）

（３ 国立病院機構高崎総合医療センター）

13．呼称課題におけるオノマトペヒントの有効性についての検討

高 城 壮 登， 山 崎 恒 夫

（１ 群馬大医・附属病院・リハビリテーション部）

（２ 群馬大院・保・リハビリテーション学）
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セッション ３

14：20～14：50 座 長 村 上 徹（群馬大院・医・機能形態学）

14．Influencing Factors to Participation of Posyandu for Improving Nutritional Status of Children Under-Five in
 

Aceh Utara District,Aceh Province,Indonesia
 

Cut Nazri, Chiho Yamazaki, Satomi Kameo,

Dewi MDH, Nanan Sekarwana and Hiroshi Koyama

（１ Department of Public Health,Gunma University Graduate School of Medicine）

（２ Faculty of Medicine,Universitas Padjadjaran,Indonesia）

15．Trimethylamine-N-oxide（TMAO）感知応答システム Tor系による腸管出血性大腸菌

Ｏ157のホスホマイシン耐性誘導

倉 林 久美子， 平 川 裕 子， 谷 本 弘 一

富 田 治 芳， 平 川 秀 忠

（１ 群馬大・先端科学者育成ユニット）

（２ 群馬大院・医・細菌学）

（３ 群馬大院・附属薬剤耐性菌実験施設）

16．Exophilin8遺伝子改変マウスを用いたインスリン分泌制御機構の解析

范 福 順，松 永 耕 一，泉 哲 郎

（群馬大・生調研・遺伝生化学分野）

17．リン酸化特異的HORMAD1抗体の作製と対合不全により誘導されるリン酸化の同定

向 後 寛，菊 池 悠 佳，山 口 亮

向 後 晶 子，澤 井 信 彦，松 崎 利 行

（群馬大院・医・生体構造学）

18．アぺリンによる強皮症の皮膚線維化の制御機構

横 山 洋 子，茂 木 精一郎，石 川 治

（群馬大院・医・皮膚科学）

19．皮膚虚血再灌流障害におけるMFG-E8の役割

内 山 明 彦，山 田 和 哉，荻 野 幸 子

横 山 洋 子，竹 内 裕 子，石 川 治

茂 木 精一郎（群馬大院・医・皮膚科学）

一般演題 Ｂ（ポスター発表）

セッション ４

13：05～13：30 座 長 横 尾 英 明（群馬大院・医・病態病理学）

20．口腔扁平上皮癌の予後予測における F-FDGおよび F-FAMTPETの有用性

金 舞， 樋 口 徹 也， 有 坂 有紀子

福 島 康 宏， 宮 崎 英 隆， 対 馬 義 人

横 尾 聡

（１ 群馬大院・医・顎口腔科学）

（２ 群馬大院・医・放射線診断核医学）

（３ 群馬大医・附属病院・放射線部）

21．口腔癌に対する放射線薬物療法中に発症した頭蓋内合併症の２例

清 水 崇 寛，高 山 優，武 者 篤

牧 口 貴 哉，宮 崎 英 隆，横 尾 聡

（群馬大院・医・顎口腔科学）
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22．Protection of Sodium Selenite Supplementation on Normal Human Esophageal Cells(CHEK-1)in Radiother-

apy
 

Irma M.Puspitasari, Chiho Yamazaki, Rizky Abdulah,

Mirasari Putri, Satomi Kameo, Takashi Nakano and Hiroshi Koyama

（１ Department of Public Health,Gunma University Graduate School of Medicine）

（２ Department of Pharmacology and Clinical Phamacy, Faculty of Pharmacy, Universitas
 

Padjadjaran,Indonesia）

（３ Department of Radiation Oncology,Gunma University Graduate School of Medicine）

23． 頭頸部重粒子線治療における口腔粘膜炎発症線量の解析

武 者 篤， 島 田 博 文， 白 井 克 幸

齋 藤 淳 一， 横 尾 聡， 近 松 一 朗

鈴 木 義 行， 大 野 達 也， 中 野 隆 史

（１ 群馬大・重粒子線医学研究センター）

（２ 群馬大院・医・顎口腔科学）

（３ 群馬大院・医・腫瘍放射線学）

（４ 群馬大院・医・耳鼻咽喉科・頭頸部外科学）

24．Ablation Rate and Thyroglobulin Decrease after Low-dose I in Differentiated Thyroid Carcinoma Post-total
 

Thyroidectomy
 
Duong Duc Binh, Tetsuya Higuchi, Arifudin Achmad,

Takahito Nakajima, Ayako Taketomi-Takahashi and Yoshito Tsushima

（１ Department of Diagnostic Radiology and Nuclear Medicine,Gunma University Graduate
 

School of Medicine）

（２ Department of Molecular Imaging,Gunma University Graduate School of Medicine）

セッション ５

13：35～14：10 座 長 牛久保 美津子（群馬大院・保・看護学）

25．造血幹細胞移植患者に対する口腔ケアの有用性

高 山 優，武 者 篤，栗 田 美 子

藤 村 季 子，横 尾 聡（群馬大院・医・顎口腔科学）

26．口腔腫瘍切除再建後の ICU管理

伊 藤 佑里子（群馬大院・医・顎口腔科学）

27．口腔癌に対するＳ-１隔日投与法による有害事象軽減効果に関する検討

小 川 将，高 山 優，小板橋 敦

宮 崎 英 隆，横 尾 聡（群馬大院・医・顎口腔科学）

28．把持物品の種類によるリーチ動作時の運動制御の変化

書 上 大 輝， 山 崎 恒 夫， 李 範 爽

（１ 群馬大院・保・リハビリテーション学）

（２ 群馬大医・附属病院・リハビリテーション部）

29．緊急入院した筋萎縮性側索硬化症者が転院するまでの過程の分析

市 川 幸 恵， 牛久保 美津子， 中 川 裕

猪 熊 綾 子， 冨 田 千恵子

（１ 群馬大医・附属病院・患者支援センター）

（２ 群馬大院・保・看護学）

（３ 群馬大医・附属病院・看護部）

30．先天性中枢性低換気症候群における呼吸管理と発達予後について

緒 方 朋 実， 村 松 一 洋， 苛 原 香
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小 沢 浩， 荒 川 浩 一

（１ 群馬大院・医・小児科学）

（２ 島田療育センター小児科）

（３ 島田療育センターはちおうじ）

31．看護職交替・非交替勤務者の唾液中メラトニン測定と分泌の変動比較

鬼 塚 陽 子，根 岸 好 男，加 藤 千津子

林 邦 彦，嶋 田 淳 子（群馬大院・保・生体情報検査科学）

セッション ６

14：15～14：55 座 長 富 田 治 芳（群馬大院・医・細菌学）

32．神経幹細胞分化に伴う転写活性依存的な遺伝子座核内空間配置変換のメカニズム

伊 藤 謙 治，魚 崎 祐 一，野 口 東 美

荒 川 浩 一，滝 沢 琢 己（群馬大院・医・小児科学）

33．ニューロンにおける遺伝子座核内配置への LaminB１発現の影響

野 口 東 美，伊 藤 謙 治，魚 崎 祐 一

荒 川 浩 一，滝 沢 琢 己（群馬大院・医・小児科学）

34．低 pH環境下でのヒト気道上皮細胞におけるムチン産生増強機構の解明

オロソー ソロンゴ，滝 沢 琢 己

荒 川 浩 一（群馬大院・医・小児科学）

35．ラット白質梗塞に対する脳微小血管内皮細胞移植時のオリゴデンドロサイト系譜細胞の動態解析

飯 島 圭 哉， 倉 知 正， 好 本 裕 平

三 國 雅 彦， 石 崎 泰 樹

（１ 群馬大院・医・脳神経外科学）

（２ 群馬大院・医・分子細胞生物学）

（３ 群馬大院・医・神経精神医学）

36．悪性リンパ腫における R-CHOP療法によるＴ細胞サブセットの変動 ―第２報―

永 井 清 絵，長 嶋 友 海，木 村 恵

黒 田 裕 子，後 藤 七 海，笠 松 哲 光

湊 雄 介，小 磯 博 美，半 田 寛

齋 藤 貴 之，村 上 博 和（群馬大院・保・生体情報検査科学）

37．骨髄異形成症候群における IL-10-592遺伝子多型解析

中 重 友理香，廣 田 悠 里，笠 松 哲 光

後 藤 七 海，黒 田 裕 子，木 村 恵

永 井 清 絵，新 田 恭 浩，金 子 文 香

須 田 いつみ，増 田 裕 太，高 橋 範 行

井 上 まどか，ノルジマー バトチメグ

湊 雄 介，半 田 寛，齋 藤 貴 之

村 上 博 和（群馬大院・保・生体情報検査科学）

38．子宮筋腫と子宮内膜症に関連する一塩基多型 （SNP） の検討

冨 吉 賢 作， 北 原 慈 和， 岸 裕 司

峯 岸 敬， 林 邦 彦， 嶋 田 淳 子

（１ 群馬大院・保・生体情報検査科学）

（２ 群馬大医・附属病院・産科婦人科）

（３ 群馬大医・附属病院・周産母子センター）

39．特発性血小板減少性紫斑病における PARP1Va1762A1a遺伝子多型解析

新 田 恭 浩，齋 藤 貴 之，後 藤 七 海
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ノルジマー バトチメグ，高 橋 範 行

増 田 裕 太，須田いつみ，金 子 文 香

木 村 恵，黒 田 裕 子，永 井 清 絵

笠 松 哲 光，湊 雄 介，半 田 寛

村 上 博 和（群馬大院・保・生体情報検査科学）

（休 憩 ５ 分）

特別講演

15：00～15：40 座 長 牛久保 美津子（群馬大院・保・看護学）

東日本大震災被災地における子どもの健康課題 ―被災地学校訪問から―

佐 光 恵 子（群馬大院・保・看護学）

（休 憩 ５ 分）

特別講演

15：45～16：25 座 長 佐 藤 由 美（群馬大院・保・看護学）

癒し技法としてのタッチの看護への活用

近 藤 浩 子（群馬大院・保・看護学）

（休 憩 ５ 分）

特別講演

16：30～17：10 座 長 石 崎 泰 樹（群馬大院・医・分子細胞生物学）

Olig2と脳腫瘍の病理診断

横 尾 英 明（群馬大院・医・病態病理学）

（休 憩 ５ 分）

特別講演

17：15～17：55 座 長 好 本 裕 平（群馬大院・医・脳神経外科学）

難治性神経疾患克服を目指して

池 田 佳 生（群馬大院・医・脳神経内科学）

第二日 平成26年９月26日（金） 群馬大学医学部刀城会館

ポスター展示 ８：50～16：00

同窓会推薦講演

８：50～９：30 座 長 鯉 淵 典 之（群馬大院・医・応用生理学）

学校や職場におけるメンタルヘルスの理論と応用

竹 内 一 夫（群馬大・大学教育・学生支援機構・健康支援総合センター）
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同窓会推薦講演

９：30～10：10 座 長 依 藤 宏（群馬大院・医・機能形態学）

人体解剖と CTの統合による先駆的医学教育

村 上 徹（群馬大院・医・機能形態学）

（休 憩 ５ 分）

ワークショップ

ふぞろいの遺伝子たち

10：15～11：45 座 長 岩 脇 隆 夫（群馬大・先端科学者育成ユニット）

平 川 秀 忠（群馬大・先端科学者育成ユニット）

ふぞろいの遺伝子たち：プレリュード

平川 秀忠（群馬大・先端科学者育成ユニット）

DNAメチル化酵素 DNMT

河 野 大 輔（群馬大・先端科学者育成ユニット）

自閉症関連遺伝子 CAPS2

定 方 哲 史（群馬大・先端科学者育成ユニット）

群馬大学で名付けられた遺伝子,IRE1

岩 脇 隆 夫（群馬大・先端科学者育成ユニット）

腎臓における水チャネル

松 崎 利 行（群馬大院・医・生体構造学）

評議員会・総会

12：10～13：15 群馬大学医学部刀城会館

奨励賞受賞講演

13：30～14：50 座 長 高 岸 憲 二（群馬大院・医・整形外科学）

脊椎・脊髄病に伴う慢性疼痛および神経障害の病態解明

飯 塚 陽 一（群馬大院・医・整形外科学）

座 長 秋 山 英 雄（群馬大医・附属病院・眼科）

硝子体の成分解析と画像診断

板 倉 宏 高（前橋赤十字病院眼科）

座 長 石 川 治（群馬大院・医・皮膚科学）

分泌蛋白質MFG-E8による皮膚創傷治癒の制御

内 山 明 彦（群馬大院・医・皮膚科学）

座 長 佐 藤 哲 郎（群馬大医・附属病院・内分泌糖尿病内科）

原発性アルドステロン症における病態と原因解明

中 島 康 代（群馬大医・附属病院・医療人能力開発センター）

（休 憩 ５ 分）

― ―7



優秀論文賞受賞講演

14：55～15：15 座 長 石 崎 泰 樹（群馬大院・医・分子細胞生物学）

脊髄小脳変性症 ―ミクログリア動態に対する運動効果の検討―

須 藤 奈 々（群馬大院・医・神経生理学）

（休 憩 ５ 分）

特別講演

15：20～16：00 座 長 徳 永 文 稔（群馬大・生調研・分子細胞制御分野）

受精と胚発生における膜トラフィックの新たな生理機能

佐 藤 健（群馬大・生調研・細胞構造分野）
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38．子宮筋腫と子宮内膜症に関連する一塩基多型

(SNP)の検討

冨吉 賢作， 北原 慈和， 岸 裕司

峯岸 敬， 林 邦彦， 嶋田 淳子

（１ 群馬大院・保・生体情報検査科学）

(２ 群馬大医・附属病院・産科婦人科）

(３ 群馬大医・附属病院・周産母子セン

ター）

近年,女性特有疾患である子宮筋腫,子宮内膜症の発

症に一塩基多型 (SNP) が関与していることが報告され

ている.昨年,本学会で健常女性でのこれら疾患に関す

る 9つの SNPsを解析し報告した.本研究ではこれら疾

患の患者を対象として,同 SNPsの解析,リスク型を持つ

人の割合を解析し,対照群と比較することを目的とした.

【方法と対象】 対象者は本研究への参加同意が得られた

群馬パイロットナースヘルス研究 (GNHS)登録者 (対照

群),本学医学部附属病院産科婦人科において子宮筋腫ま

たは子宮内膜症と診断された患者 (疾患群)とした.血液

から DNAを抽出後, TaqMan法にて SNPs 解析を行っ

た.子宮内膜症と子宮筋腫に関連することが報告されて

いる 5アレル, 4アレルの SNPsをそれぞれ解析した.

【結果と考察】 子宮筋腫に関連するアレルでは膜融合関

連遺伝子 (BET1L,rs2280543),子宮内膜症ではサイクリ

ン関連遺伝子 (CDKN2BAS1,rs10965235)のリスク型ホ

モ接合体をもつ割合が,対照群では 65.9％, 75.6％,疾患

群ではそれぞれ 81.5％,62.5％ であった.また,10番染色

体長腕 24.33の遺伝子間のアレル (rs7913069)において,

子宮筋腫疾患群では対照群と比較してリスク型ホモ及び

ヘテロ接合体が多く,有意差がみられた (p＜0.05).本ア

レルは筋芽細胞分裂増殖関連遺伝子 (SLK) とテロメア

調節関連遺伝子 (OBFC1) の間に位置しており,両遺伝

子の発現レベルの調節を介して筋腫組織の分化及び増殖

への関与が示唆されている.このことから子宮筋腫疾患

群のこのアレルのリスク型塩基保有者では,これら遺伝

子の発現上昇が起こっている可能性が推察された.今後

は更に患者群の例数を増やし,両疾患の合併例も含めて

より詳細な解析を行っていきたいと考えている.

39．特発性血小板減少性紫斑病における PARP1

Val762Ala遺伝子多型解析

新田 恭浩，齋藤 貴之，後藤 七海

ノルジマー バトチメグ，高橋 範行

増田 裕太，須田いつみ，金子 文香

木村 恵，黒田 裕子，永井 清絵

笠松 哲光，湊 雄介，半田 寛

村上 博和

（群馬大院・保・生体情報検査科学）

【背 景】 特発性血小板減少性紫斑病 (immune throm-

bocytopenia:ITP)は,主に血小板膜糖蛋白 GPIIb/IIIa

または GPIbトロンボポエチン受容体に対する抗血小板

抗体が関与した,自己免疫反応によって引き起こされる

後天性の血小板減少症である. Poly (ADP-ribose)

polymerase1(PARP1)の生理的意義の詳細は未だに不明

な部分が多いが, DNA切断修復や転写調節に関与する

酵素として知られている.更に, PARP抑制物質が免疫

抑制効果を示すことがわかり,慢性関節リウマチをはじ

めとした自己免疫疾患の発症に関与していることが報告

されている.しかし ITPとの関連は明らかになっていな

いため, 今回我々は PARP1の代表的な遺伝子多型

Val762Ala (rs1136410) が ITPの臨床像やプレドニゾロ

ンをはじめとした治療反応性に関与するかどうか検討し

た.【対象・方法】 ITP患者 92名,健常者 191名を対象

に, PCR-RFLP法を用いて遺伝子多型解析を行った.対

象の EDTA加末梢血より DNAを抽出し, PCR,電気泳

動,制限酵素処理の手順で行った.その後,遺伝子型やア

レル頻度,臨床背景について統計学的解析を行い,有意

水準は P＜0.05とした.【結 果】 ITP患者の PARP1

遺伝子型頻度は, Val/Val (34.8％), Val/Ala (51.1％),

Ala/Ala(14.1％)で,健常者の頻度は,Val/Val(40.8％),

Val/Ala (41.9％),Ala/Ala (17.3％)であり,遺伝子型頻

度,アレル頻度共に有意な差は認めなかった.更に, ITP

患者を PARP1野生型の遺伝子型であるVal/Valと,変

異型のAla/Ala, Val/Alaに分けて臨床背景の比較を

行ったところ,出血傾向や血小板数,治療全体効果,プレ

ドニゾロンの治療効果においても,有意な関連はみられ

なかった.【考察・結論】 今回の解析では, PARP1
 

Val762Ala遺伝子多型が ITPの発症や臨床背景,治療反

応性に関与していないことが示唆された.
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